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熊本学園大学論集『総合科学』 平成 30 年（2018 年）2 月 15 日
（1）
― 46 ― （46） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 23 巻　第 1・2号（通巻 44 号）
　これはフランスの劇作家ピカール（L.B.Picard､ 1769-1828）の原作『凡庸な者と卑屈な
者、または立身の道』（Mediocre et Rampart, ou Le Moyen de parvenir）（1797）をドイツの文豪
シラー（Friedrich Schiller、1759 -1805）が Der Parasit, oder die Kunst sein Glück zu machen.  Ein 
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　全体は 4 幕（序幕・二幕目・三幕目・四幕目）から成る。そして各幕は 7 ～ 11 切に
分かれる。この切は尺の用語で普通は場（Auftriit）に当たる。四幕目の最後の切は大切
（Letzter Auftriit）である。
































Firmin, der Vater und Karl Firmin
Karl. Welch glücklicher Zufall ! ― Denken Sie doch, Vater !
Firmin. Was ist's ?
Karl. Ich habe sie wieder gefunden
Firmin. Wen?
Karl. Charlotten. Seitdem ich in Paris bin, suchte ich sie an allen öffentlichen Plät-
zen vergebens―und daserste Mal, daß ich zu Ihnen aufs Bureau komme, führt mein 
Glücksstern sie mir entgegen.
Firmin. Aber wie denn ?
（3）（2）
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Karl.  Denken Sie doch nur ! Dieses herrliche Mädchen, das ich zu Colmar  im Haus ihrer 
Tante besuchte― diese Charlotte, die ich liebe und und ewig lieben werde―sie ist die 
Tochter? ―
Firmin.Wessen?
Karl.  Ihres Principals, des neuen Ministers. －ich kannte sie immer nur unter dem Namen 
Charlotte.
Firmin.  Sie ist die Tochter ?
Karl. Des Herrn von Narbonne.
Firmin.  Und du liebst sie noch ?
序　　幕　一　の　切
         
       　　登場者
         













































































































　　Immatri： 1.Mai 1889 No.570 
　　Studium : Philosophie
　　Zeugnis　ausgestellt am 28. Mai 1892
　　Abgegangen 　meldet am 3. Juni 1892 bei phil.Fall der Promotion
　これで尺は 1889 年 5 月 1 日にライプツィヒ大学に入学手続きをしたことが分かる。学科





― 51 ―（51）『政治小説 出世の間
ぬけみち
道』訳者　尺 秀三郎
　「聴講したと認められた講義題目」（Die als gehört bescheinigten Vorlesungen）と記され
た資料によると、彼が 受講した科目と担当者教授は次の通り。
　　1889 年夏学期
　　　哲学及び論理学入門（Heinze）Einleit. in die Philosophie u. Logik
　　　教育学史 (Masius)  Gesch.  d. Pädagogik Ⅰ
　　1889/90 年冬学期
　 　教育学史Ⅱ― 人文主義時代の性格学（Masius）Gesch. d. Pädagogik Ⅱ― Charakteristik 
an d. Zeitalter d. Humanismus 
　　1890 年夏学期
　　　近世哲学史（Wundt）Gesch. d. neueren Philosophie
　　 　一般教育学  ― 16･17 世紀の学校と学校秩序（Masius）Allg. Erziehungslehre ― S 
xchulen u.Schulenordnungen  d. 16. u. 17. Jahrh.
　　1890/91 年冬学期
　　　民族心理学（Wundt）  Völkerpsychologie
　　　教育学史 ― 一般教授学 (Masius）Gesch, d. Pädagogik Ⅰ―All. Didaktik




　　　近世哲学史（Wundt）Gesch. d. neueren Philosophie
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　教師プロフィル
　Heinze, Max（1835-1909）  ドイツの哲学者。はじめハレ、チュービンゲン、ベルリン各大
学で神学、哲学、古典文献学を修めた。1872 年ライプツィヒ大学で「ギリシャ哲学における
教義と言葉」（Die Lehre und Logos in  der griechischen Philosohie）によって大学教授資格を得た。





を経て 1875 年ライプツィヒ大学哲学教授に招聘された（1918 まで）。『生理学心理学綱要』
（Grundzüge der physiologischen Psychologie, 3Bde. 1873-74）により実験心理学を確立。世界各地
からここへ来て学ぶ者が多く、心理学のメッカと称された。




の『18 世紀のドイツ』（Deutschland im 18. Jahrhundert）全 4 巻（1854-75）がある。
　（以上は Deutsche Biologische Enzyklopädie, hrsg. von Walter Killy 及び Konrad Krause：Alma 
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ぬけみち
道』訳者　尺 秀三郎














































第三学期の修学と相成候本期は Völkerpsychologie 民衆心理学 Über Goethe’s Philosophie 
ゲーテ哲学観 Allgemeine Erziehungslehre 教育学 Schulen u. Schulordnung 学校及管理
法 Geschichte der deutschen Likteratur 独逸文学史 Das deutsche Drama von Lessing bis 























































































が目下それは夢だとも述べている。因に、利武のハイデルベルク大学留学期間は 1891 年 5
月から同年夏学期までであった。9）なお長陽子とは誰のことか不詳である。
（10）





分県・埼玉県の各知事を歴任、大正元年（1912）12 月、大阪府知事に就任。大正 6 年同知事





　遠藤（尺）は 1892 年 6 月 3 日にライプツィヒ大学の哲学学部長 Kurt に学位請求論文「孔
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論文の目次（Inhaltsübersicht）は次の通り。
Inhaltsübersicht
          Seite
 １.  Einleitung        1
 Ⅱ.  Leben des Confucius       5
 Ⅲ.  Die pädagogische Bedeutung      23
       a）Warum ist Confucius ein Pädagog zu nennen ?   23
       b）Pädagogisches Prinzip      33
　　　　1. Moralische Erziehung      34
　　　　2. Intellektuelle Erziehung      36
　　　　3. Körperliche Erziehung      36
　　　　4. Mädchen- Erziehung      37
       c）Methode und Unterrichtsfächer     38
　　　　1. Erziehungsmethode      39
　　　　2. Unterrichtsmethode      43
　　　　3. Unterrichtsfächer und ihre Ziele    45
 Ⅳ.  Schluss         49
論文には次のような履歴書（Lebenslauf）が添えられている。
　　Ich, Hidesabuo Endo, wurde geboren am 15. April 1862 in Tokio, meine Religion ist 
die buddhaistische ; bis zu meinen 14．Lebensjahre erhielt ich Unterricht in höheren 
Elementarschule,  erlernte  dann 2 Jahre lang privatim  die chinesiche Litteratur, dann 
ebenso 2 Jahre lang die englische Sprache,　hierauf bildete ich mich 1 Jahr lang auf 
einer staatlichen Handelsschule aus und trat dann in das Kaiserliche Höhere Seminar ein, 
welches ich in Februar  1880 mit dem Zeugnis der Reife verliess. 
　　Vom Februar 1885 bis Januar 1887 war ich als Lehrer an der Kaiserlichen Schule für 
Adelige angestellt. In dieser Zeit verfasste ich ein japanisches Aufsatzbuch in 16 Heften. ― 
Von Januar 1887 bis Mai 1888 war ich im Unterrichtsministerium angestellt und 
beschäftigte mich mit Schulbücher- Angelegenheiten ; ich verfasste Lesebücher für 
Elementarschulen. ― Im Mai 1888 erhielt ich die Erlaubnis, mich zu meiner weiteren 
Ausbildung nach Deutschland zu begeben mit der besonderen Instruktion, die Schulbücher-
Verhältnisse in Deutschland kennen zu lernen.
　　Hier, in Deutschland, lernte ich zuerst 1 Jahr in Cottbus die deutsche Sprache und 
liess mich hierauf Ostern 1889 an der Universität Leipzig in der philosophischen Fakultät 
immatrikulieren und habe mich bis jetzt pädagogischen, philosophischen und litteraischen 
Studien gewidmet. 
　　Leipzig, den 3. Juni 1892.
（12）
― 57 ―（57）『政治小説 出世の間
ぬけみち
道』訳者　尺 秀三郎
（訳文 :　私、遠藤秀三郎は 1862 年 4 月 15 日東京で生まれました。宗教は仏教です。14 歳ま
で高等小学校で授業を受け、それから 2 年間私塾で漢文を学び、その後同じく 2 年間英語を
学び、次いで 1 年公立の商業学校で教育を受け、そして高等学校に入学し、1885 年 2 月そこ
を修了しました。
　1885 年 2 月から 1887 年 1 月まで学習院の教師に雇われました。この時代に 12 分冊から成
る 1 冊の日本語の作文集を作成しました。1887 年 1 月から 1888 年 5 月まで文部省に勤務し
教科書編纂の担当係となり、小学読本を編纂しました。1888 年 5 月私は、ドイツの教科書事
情を調査するという特別な使命を帯びて、ドイツに留学する許可を受けました。
　ここドイツで最初 1 年コトブスでドイツ語を勉強し、その後 1889 年の復活祭に、ライプ
チツィヒ大学の哲学学部に入学し、現在まで教育学、哲学及び文学の勉強に専念しています。




　学位請求論文の審査員は Masius, Heinze 両教授であった。92 年 8 月 7 日には Hildebrandt, 

















　履歴書によると尺は帰国の途中 1893 年（明治 26）7 月、米国シカゴにおいて開催された
万国教育大会に列席した。これには伊沢修二の「国家教育社」からの出席の依頼があったこ
とが次の資料によって分かる。つまり明治 26 年 5 月号『国家教育』（第 13 号）の「特別広
（13）（12）


























































































































　尺は履歴書によると、明治 34 年（1901）4 月 21 日付で東京外国語学校教授に任命された
（叙高等官 5 等、8 級俸下賜、叙従 6 位）。ドイツ語科に属した。








　尺は明治 39 年 11 月号『中学世界』（博文館）に「語学研究者の注意要件」と題する論文
（17）（16）








































　ここで雑誌『成功』（第 10 巻 1 号、明治 40 年）掲載の「外国語学校教授　尺秀三郎君」
によって彼の読書論を見てみよう。
（17）























　さて、尺は履歴書によると明治 41 年（1908）11 月 13 日に依願免本官となり、東京外国語











　大正 5 年（1916）4 月には自伝的随筆『随感集』（大日本図書株式会社）を出版した。これ
には「向上鼓吹」という語が被せられおり、既に一部は引用したが、珍しいことに米国の女
流教育家ヘレン・ケラー（Helen Adams Keller, 1880-1968）から尺に宛てた手紙なども見ら
れる。二人はシカゴにおける万国教育大会で出会って以来、旧知の間柄であった。
（19）（18）
― 63 ―（63）『政治小説 出世の間
ぬけみち
道』訳者　尺 秀三郎
　だが尺は大正 9 年（1920）4 月から 14 年（1925）3 月まで攻玉社の中学校・高等学校の校


































































文久 2 年（1862）4 月 14 日　江戸藩邸内に生まれる（旧石岡藩）
明治 12 年（1879）2 月　 東京師範学校入学   この間共立学舎で英語を学ぶ
〃   15 年（1882）2 月　 同校卒業
〃   18 年（1885）4 月　 任学習院助教
〃   19 年（1886）1 月　 文部省雇編輯局詰申し付けらる
〃   21 年（1888）5 月 3 日 尋常小学読本編纂担当中の勤勉を認める
　　　同日　   非職を命じらる
　　　同日　    私費・公費にてドイツ留学に付き、同国にて教科書取り調べ嘱託
明治 22 年（1889）5 月　  コトブスで1年間ドイツ語を学んだのち、ライプツィヒ大学入学。
    以後 3 年間 6 学期わたり教育学等を学ぶ
〃　 25 年（1892）9 月　  孔子の研究によって同大学よりドクトル・フィロソフィエの学
位を取得
〃　　〃　　11 月 27 日　  英学者尺振八の 7 回忌に際し尺の晩年の弟子でドイツに留学中
で学位を取得した遠藤秀三郎を後継者にすることを決定
〃　 26 年（1893）7 月 シカゴにおける万国教育大会に出席し、講演。
〃　 26 年（1893）8 月 帰朝、以後尺秀三郎と称する
〃　 30 年（1897）4 月 日本社会問題研究会の評議員となる
〃　 31 年（1898）8 月 東京美術学校教授
〃　 32 年（1899）2 月 兼任文部省視学官
〃　 34 年（1901）4 月 任東京外国語学校教授
〃　 37 年（1904）2 月 校長高楠順次郎の欧州出張につき校長代理を命じらる
〃　 41 年（1908）11 月 依願免本官となり東京外国語学校教授を辞職
　　その後、振武学校教頭、大日本図書編輯所長等を歴任
大正 5 年（1916）4 月 自伝『随感録』出版
〃 　9 年（1920）4 月、攻玉社中学校・高等学校校長に就任（大正 14 年 3 月まで）
　その後九段精華女子高等学校長を務める
昭和 9 年（1934）11 月 5 日死去、墓所　青山霊園
（21）
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注





3）　 中山信安（1832 ｰ 1900）旧幕臣、明治期の内務官僚、茨城県令。
4）　 尺 振八（1839 ｰ 1886）教育者、英学者。中浜万次郎に師事し英語を学んだ。のち乙骨太郎らと東京本所
相生町に共立学舎を設立し、多くの学生を集めた。明治 19 年（1886）
5）　 湯本武比古（1856 ｰ 1925）教育学者。東京高等師範学校卒業後、文部省編輯局に入り、『読書（よみか
き）入門』を編集。明治 22 年ドイツ留学。帰国後『教育時論』主幹。ヘルバルト教育学の普及に尽力し、
徳性の教育を重視した。
6）　 コトブス（Cottbus）: ドイツのブランデンブルク州の都市。州都ポツダムに次ぐ都市で人口約 10 万
（2015）。ポーランドとの国境まで 20km. シュプレー川沿いの工業都市で、歴史的にはラウジッツ地方
の都市。
7）　 野尻精一（1860 ｰ 1932）教育学者、文部官僚。1886（明 19）欧州留学。プロイセン官立ノイチェルレ
師範学校、ベルリン大学、ライプツィヒ大学に学ぶ。帰国後、長く高等師範学校教諭を務めた。
8）　 松方厳（1862 ｰ 1942）明治 16 年ドイツ留学。十五銀行頭取。貴族院議員。薩摩出身。ハイデルベルク
大学に留学したのは、Michael Rauck：Japanese in the German Language and Cultural Area, 1865-1914. A General 
Survey（東京都立大学経済学会、1994）によると、1889 年 11 月から 92 年冬学期まで。同書 227 頁。
9）　 前記 M. Rauck の本による。同書 310 頁。
10） 手島精一（1850 ｰ 1918）明治期の教育者、文部官僚。東京教育博物館（国立科学博物館の前身）の主
幹、東京工業学校（東京工業大学の前身）校長などを歴任。欧州へは岩倉使節団に通訳として随行以来、
数回出張した。
11） 黒田定治（1863 ｰ？）明治期の教育者。明治 23 年に文部省留学生として欧州に留学。帰国後、東京高
等学校師範学校教授となった。









育報知』第 501 号、明治 29 年 1 月 1 日発行）を発表している。
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19） 皆川三郎（明治 39［1906］～没年不詳 ）昭和期の英語・英文学者。東京外語英語科卒（昭 3）。明治
学院 大学教授。日英交流史に関する著書がある。
（付記）本稿は平成 27 年 12 月 12 日開催の日本医科大学における日本独学史学会で口述発表した原稿に加
筆して成ったものでる。
　本文中の引用文献の旧字体の表記に関しては、原則として現代表記に書き改めた。
（23）
